
 

2025年 5月 9日 

各 位 

会 社 名 大 豊 建 設 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  森下 覚恵 

（コード番号 1822 東証スタンダード） 

問合せ先 執行役員管理本部総務部長 佐藤  明 

（TEL. 03-3297-7406） 

中期経営計画(2023-27年度)【アジャスト版】の策定に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、2023年 5月 19日付で公表しました中期経営計画(2023-27

年度)を見直し、中期経営計画(2023-27年度)【アジャスト版】を策定しましたので、下記のとおりお

知らせします。 

記 

１．見直しの理由および計画の概要 

当社は、中期経営計画(2023-27年度)を策定し、「人的資本経営の強化」、「事業構造の変革」を

基本方針として、目標達成に向けて取り組んで参りました。しかし、2023-24年度の２年間におきま

しては、建設資材価格の高騰、人件費の高騰による影響や品質確保の追加費用の発生などから、採算

が悪化し、業績目標は未達となりました。これら 2023-24年度の実績を踏まえ、当初計画の基本方針

は維持しつつ、環境変化にアジャストした計画へ見直すこととしました。 

 

２．過去２年間(2023-24年度)の実績と見直し後の今後 3カ年(2025-27年度)の計画 

（１）連結売上高・営業利益等 

 
2023年度 

実績 

2024年度 

実績 

2025年度 

計画 

2026年度 

計画 

2027年度 

計画 

連 結 売 上 高 1,632億円 1,433億円 1,400億円 1,540億円 1,600億円 

連 結 営 業 利 益 4.6億円 55.3億円 52億円 60億円 67億円 

連 結 営 業 利 益 率 0.3％ 3.9％ 3.7％ 3.9％ 4.2％ 

当 期 純 利 益 △20.7億円 36.9億円 40億円 42億円 46億円 

ROE（自己資本利益率） △3.0％ 5.3％ 5.6％ 6.0％ 7％程度 

（２）株主還元について 

 配当方針につきまして、連結配当性向 50％以上としておりましたが、継続的な配当の実施可能性

と資金需要を勘案し、2024～27 年度の４年間の連結配当性向を 70％以上へ引き上げます。また、第

76 期定時株主総会に中間配当制度の導入に関する議案を付議し、さらに業績・財務状況および流通

株式比率の状況に応じて、機動的な還元も検討いたします。 

計画の詳細につきましては、添付の資料又は当社ホームページにて配信しております資料をご参

照願います。 

以 上 

 

※ 本資料に掲載されております計画、予測または見通しなど将来に関する事項は、本書面の発表日現在における当社
戦略、目標、前提または仮定に基づいており、実際の業績は、今後の様々な要因により異なる結果となる可能性が
あります。 
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※ 本資料に掲載されております計画、予測または見通しなど将来に関する
事項は、本資料の発表日現在における当社戦略、目標、前提または仮定
に基づいており、実際の業績は、今後の様々な要因により異なる結果と
なる可能性があります。
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中期経営計画（2023-27年度）【アジャスト版】の概要

2023年度

項目 2023年度実績 2024年度実績

連結売上高 1,632億円 1,433億円

連結営業利益 4.6億円 55.3億円

連結営業利益率 0.3% 3.9%

当期純利益 △20.7億円 36.9億円

ROE △3.0% 5.3%

2025年度計画 2026年度計画 2027年度計画

1,400億円 1,540億円 1,600億円

52億円 60億円 67億円

3.7% 3.9% 4.2%

40億円 42億円 46億円

5.6% 6.0% 7%程度

2024年度

(億円）

52 60 
67 

40 42 46 

3.7%
3.9%

4.2%

営業利益 純利益 営業利益率

2025年度

(億円）

2026年度 2027年度

 建設資材価格の高騰
 建設人材不足及び人件費の高騰
 不採算工事の発生による採算悪化

当初計画の基本方針は変更せず、2023－24年度の結果を踏まえて、
内外の環境変化にアジャストした計画へ見直し

 物価スライド条項を含めた契約の定着
 受注マネジメント体制の強化
 モニタリングを含む施工管理体制の強化

2030年度目標

1,700億円

85億円

5.0%

60億円

8%以上

【内外環境】
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事業の課題及び取り組み

565 
(85.6%) 437 

(60.7%)
109 

(14.7%)

95 283 

631 

54.9 
56.5 

60.0 

2025年度 2026年度 2027年度

新規受注 受注済 完工粗利益

【土木事業】

(億円）

559 
(81.0%)

417 
(54.7%) 264 

(32.9%)

131 345 
539 

63.7 
71.0 

77.5 

2025年度 2026年度 2027年度

新規受注 受注済 完工粗利益

【建築事業】

(億円）

（2025-27年度売上高の内訳）

（2025-27年度売上高の内訳）

低採算の繰越工事の消化・利益率の改善が課題

前年度までに資材価格高騰の影響を受けた工事は完了
利益率の高い案件受注の継続と厳格な施工管理の徹底が課題

 施工の厳格な進捗管理や設計変更の交渉など、利益率改善のための施策を推進
 JVスポンサー・単独工事、得意工法のシールド・ニューマチックケーソン工事
など利益率の高い工事の新規受注に注力

 良好な受注環境のもと、選別受注の徹底を継続
 施工ミスの発生を防ぐための施工管理体制の強化
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中長期的な展望について

成長軌道

事業基盤の強化

内部統制の強化

事業環境の変化

（2022～24年度）

（2025～27年度）

（2028～30年度）

（2030年度以降）
◆内部統制の強化
 受注マネジメントの強化
 案件に応じた適切な施工体制の整備
 モニタリング体制の強化と作業所
の支援

 潤沢な繰越工事の利益確保・改善

◆事業基盤の強化
 得意分野における高い収益性の実現
 M&Aによる成長の加速

施工管理社員の増強による
受注キャパシティ拡大
強みを持つ工種の更なる強化
競争力のある新技術の獲得

◆成長軌道（ビジョン）
 技術力と高い収益性を併せ持つ、
特色あるゼネコンとしてのポジション
を確立
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株主還元策について

従来の方針

 配当性向50%以上
 期末配当のみ

株
主
還
元
方
針

今後の方針

 配当性向70%以上
 中間配当も可能とする定款変更を予定
 業績および財務状況に応じて、機動的な還元も検討

25 
45 

75 75 
100 110 

243 
230 

27 

147 
160 170 

185 

5 9 15 15 20 22 

49 46 

5 
29 32 34 37 

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

(円) 分割調整前 分割調整後

【一株当たり配当額の推移】

※ 2017年度以前の配当額は
1：5の株式併合による影響
を踏まえた調整後の数値

※ 自己株式除く発行済株式数
は2025年3月末時点から変
化しない想定

従前の配当性向50%以上から70%
以上へ引き上げ、利益目標の達成
により、増配の継続を目指す

（年度）



Page.6

キャッシュ・アロケーションの見通し

◆キャッシュ・アロケーション（2025～27年度）

営業CF
165億円

有利子負債の活用
42億円

キャッシュの創出 キャッシュ・アロケーション

企業価値向上に向けた投資
117億円

事業領域拡大関連投資：80億円
(事業投資・M&A案件)

経営基盤強化関連投資：37億円
(人材投資・研究開発・DX)

配当性向70%への引上げ
90億円～

配当性向70%以上
継続的な配当の実施可能性と
資金需要を勘案して決定 戦略投資

株主還元

 有利子負債を活用し、レバレッジを高めることで、資本コストを意識した経営を推進
 企業価値向上に向けた戦略投資を積極的に実行。配当性向を70%へ引上げ、業績および
財務状況に応じて、機動的な還元も検討
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